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第 1章 業務概要 

１．業務目的 

南予には、その地理的な特徴から、人が容易に立ち入ることが出来ないため

に、日常的な海岸清掃活動等が行われておらず、プラスチックごみを中心とし

た漂着ごみが大量に堆積している海岸が、離島を含め多く存在するが、その現

状は把握できていない。そこで、本業務では、回収・処理の促進につなげてい

くため、これらの海岸の実態把握を目的とした調査を実施するとともに、その

結果に基に漂着ごみの分布図を制作した。 

 

２．業務期間 

令和 3年５月 10日から令和 4年 3月 18日まで 

３．業務実施者  

発注者 愛媛県県民環境部環境局循環型社会推進課 計画推進グループ 

        TEL 089-912-2356  FAX 089-912-2354 

受注者 一般社団法人 E.Cオーシャンズ 代表理事 岩田功次 

        TEL 0894-27-0877  FAX 0894-24-3327 

４．業務内容 

⑴ 調査対象海岸 

     陸からの侵入が困難である南予全域の海岸（離島を含む） 

⑵ 調査方法 

ア 漂着ごみの有無の確認 

船舶から目視等により調査対象海岸を確認し、漂着ごみの有無を確認し 

た。 

イ 漂着ごみの評価  

      漂着ごみが確認された海岸について、船舶から上陸し、又は上陸が困難

な場所は接岸し、目視及び写真撮影により、漂着ごみの量及び種類を評価

し、記録した。なお、漂着ゴミの評価は、「水辺の散乱ごみ指標評価手法

（海岸版）」（2004 年、国土交通省東北地方整備局、JEAN/クリーンアップ

全国事務局及び特定非営利活動法人パートナーシップオフィス）に準じて、

以下の手順で行った。 
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(ア)調査対象の海岸を見渡し、平均的な漂着量の場所を調査ポイントとし

て設定。 

(イ)調査ポイントに海岸線 10メートルの調査区画を設定。 

※この時、海岸の距離や形状等による漂着量の偏りから判断し、必 

要に応じて複数箇所を調査区画に設定。 

(ウ)調査区画における漂着ごみの量を、目視及び写真撮影により確認し、 

「水辺の散乱ごみ指標評価手法（海岸版）」のランク表に基づき、評価 

ランクを設定した。 

(エ)また、海岸内の主要な漂着ごみの種類を記録するとともに、かさ量が 

大きい発泡スチロール製フロート等については、個数を記録した。    

⑶ 調査回数 

    各海岸につき１回とした。 

⑷ 調査時期 

    調査時期は、表 1に示すとおりとした。 

 

          表 1   各地点の調査時期 

地点 調査時期 

大洲市 令和３年７月１日～７月 10日 

伊方町 令和３年７月１日～10月 10日 

八幡浜市 令和３年９月１日～９月 10日 

西予市 令和３年８月１日～11月 30日 

宇和島市 令和３年８月１日～11月 30日 

愛南町 令和３年９月１日～11月 30日 

 

⑸ 事前準備 

    衛星写真で地形を確認したうえで調査を実施した。 

 



評価ランク【１０】は、ミドルサイズのトラック・又は軽トラック1台分程度

今回は道路が無い場所なので、上記の船で表現する。

【10】＝　　　　　＝
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５．業務スケジュール 

業務スケジュールは表２に示すとおりとした。 

 

             表２ 業務スケジュール 

 

項目 内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

計画・ 

準備 

業務計画、 

調査準備 
            

調査 大洲市 

伊方町 

八幡浜市 

西予市 

宇和島市 

愛南町 

            

打合せ・協議             
成果品 報告書 

作成 
            


